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平成23年度商工会では、
「協調と統一～前進あるのみ～」を
キャッチフレーズに、東日本大震災で被災さ
れた会員皆様の1日も早い復興のため、役職
員一体となって各種経営支援を展開して参り
ます。 編

集
後
記

商工会では職員が会員みなさまの事業所に出向き、金融、税務、経理、労務などの経営課題に
応じる巡回訪問を実施しております。どうぞ、お気軽にご相談下さい。
商工会では職員が会員みなさまの事業所に出向き、金融、税務、経理、労務などの経営課題に
応じる巡回訪問を実施しております。どうぞ、お気軽にご相談下さい。

東日本大震災特別相談窓口の
開設について
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理
事
会
は
、
多
賀
城
会
館
を
会
場
に
７
月
８
日
開
催
さ
れ
、
新
会
員

の
加
入
承
認
な
ど
６
議
題
に
つ
い
て
活
発
な
審
議
が
行
わ
れ
た
。

理事会

観光・サービス業部会総会風景
　

平
成
23
年
度
の
商
業
部
会
、
工

業
部
会
、
観
光
・
サ
ー
ビ
ス
業
部

会
の
各
総
会
は
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
例
年

よ
り
１
ヶ
月
程
度
遅
れ
の
６
月
中

に
、
商
工
会
多
賀
城
会
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

　

各
部
会
と
も
、
提
出
さ
れ
た
事

業
計
画
な
ど
は
原
案
通
り
承
認
さ

れ
た
ほ
か
、
震
災
後
の
各
業
界
の

動
向
や
各
社
の
稼
動
状
況
等
に
つ

い
て
、
情
報
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

ま
た
、
今
年
度
も
、
三
部
会
合
同

視
察
研
修
会
の
実
施
を
各
部
会
で

承
認
。

　

こ
の
よ
う
な
、
異
業
種
と
の
交

流
を
深
め
連
携
を
強
化
し
、
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
る
良
い
契
機
と

な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

ポイントについて説明

　6月28日、本会多賀城会館において、宮城労働局の職員を講師に招き、雇用・労働関
係支援策説明会を実施した。
　東日本大震災で被災した事業者を対象に労災手続きや労働保険料についてポイントを
わかりやすく説明していただき、会員事業所から質問が出るなど有意義に終了した。

被災事業所の雇用・労働支援に

　

当
商
工
会
で
は
、
５
月
12
日
開

催
の
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
た

震
災
見
舞
金
に
つ
い
て
、
東
日
本

大
震
災
で
建
物
や
設
備
、
商
品
等

に
被
害
が
あ
っ
た
会
員
事
業
所
を

訪
問
し
、
見
舞
金
（
一
律
２
万

円
）
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
見
舞
金
は
、
震
災
の
規
模

な
る

を

当
商
工
会
で
は
、
５
月
12
日
開

催

理
事
会

決
定

震
災
の
お
見
舞
い
に
つ
い
て

　

理
事
会
は
、
安
住
商
工
会
長

が
桜
井
充
財
務
副
大
臣
へ
の
震

災
に
関
す
る
意
見
陳
述
の
た
め

挨
拶
後
退
席
し
、
代
理
で
髙
橋

巌
副
会
長
が
議
長
を
務
め
、
役

員
及
び
職
員
等
の
慶
弔
に
関
す

る
規
程
の
一
部
改
正
や
本
年
度

の
会
員
増
強
運
動
実
施
要
領

（
案
）
な
ど
、
本
年
度
実
施
す

る
各
事
業
の
審
議
が
行
わ
れ
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
組
織
・
財
政
確
立
委
員

会
へ
の
諮
問
事
項
に
つ
い
て
は
、

支
部
区
割
り
の
見
直
し
な
ど
、
東

日
本
大
震
災
の
発
生
に
伴
う
会
員

の
減
少
に
よ
り
、
答
申
さ
れ
た
内

容
に
大
幅
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
「
支
部
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
「
商
工
会
役
員
定
数
に
つ
い

て
」
の
２
項
目
を
再
度
検
討
す
る

よ
う
諮
問
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

提
出
さ
れ
た
議
題
は
次
の
と
お
り
。

①
新
会
員
の
加
入
承
認
に
つ
い
て

②
会
員
、
役
員
及
び
職
員
等
の
慶

　

弔
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正

　

（
案
）
に
つ
い
て

③
組
織
・
財
政
確
立
委
員
会
へ
の

　

諮
問
事
項
に
つ
い
て

④
平
成
23
年
度
会
員
増
強
運
動
実

　

施
要
領(

案)

に
つ
い
て

⑤
共
済
制
度
加
入
推
進
運
動
実
施

　

要
領(

案)

に
つ
い
て

⑥
青
年
部
長
及
び
副
部
長
の
選
任

　

結
果
に
つ
い
て

に
対
し
些
少
な
金
額
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
被
災
者
で
あ
る
皆
様
の

復
興
支
援
に
少
し
で
も
役
立
て
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

商
工
会
は
会
員
皆
様
の
一
日
も

早
い
復
興
を
応
援
い
た
し
ま
す
。

連
携
を
強
化
し
乗
り
越
え
よ
う

各
部
会
総
会

震
災
見
舞
金
贈
呈

震
災
見
舞
金
贈
呈

支
部
区
割
り
の
見
直
し
な
ど
を
再
諮
問

第
２
回
理
事
会
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支
部
総
会

会
員
相
互
の
交
流
か
ら
復
興
の
一
歩
を

　

商
工
会
の
支
部
総
会
は
、
一
部

の
支
部
で
東
日
本
大
震
災
の
被
害

を
配
慮
し
、
支
部
役
員
会
で
開
催

中
止
が
決
定
さ
れ
た
も
の
の
、
多

く
の
支
部
で
は
例
年
よ
り
約
１
ヶ

月
遅
れ
の
６
月
に
開
催
さ
れ
た
。

　

各
支
部
の
総
会
で
は
、
事
業
報

告
、
事
業
計
画
が
熱
心
に
審
議
さ

れ
、
提
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
各
支
部
と
も
、
震

災
以
降
、
日
々
刻
々
と
変
化
し
て

い
る
経
営
環
境
に
あ
る
な
か
、
支

部
会
員
の
相
互
交
流
を
よ
り
一
層

密
に
し
、
互
い
に
励
ま
し
支
え
合

い
な
が
ら
、
一
日
も
早
い
地
域
の

復
興
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
誓
い
合
い
、
力
強
く
新
年

度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
支
部
総

会
は
左
記
の
と
お
り
。

遠山・境山支部総会

熱心に聞き入る参加者

下馬支部総会

支部長会議

支部名

下 　 　 馬

下 馬 ・ 笠 神

鶴  ヶ  谷

中 　 　 央

伝 上 山

浮 島 ・ 山 王

湊・松ヶ浜・菖蒲田

花渕・吉田・代ヶ崎

汐 見 台

東宮・要害・亦楽

遠 山 ・ 境 山

八 　 　 幡

桜 木 ・ 栄

町前・明月・宮内

大 　 　 代

高 橋 ・ 新 田

総会開催月日等

６．３０

６．１５

７．　２

６．２３

６．２４

５．２１

６．１４

６．２１

６．２１

６．２４

６．１７

議案書の送付に
よる書面報告

調整中

支
部
長
会
議

支
部
事
業
助
成
金
の
積
極
的
活
用
を

食
中
毒
予
防
の
三
原
則
は

　
「
つ
け
な
い
」「
ふ
や
さ
な
い
」「
や
っ
つ
け
る
」

　

７
月
８
日
、
商
工
会
多
賀
城

会
館
に
お
い
て
、
第
１
回
支
部

長
会
議
が
理
事
会
終
了
後
に
開

催
さ
れ
た
。
会
議
で
は
、
髙
橋

巌
副
会
長
を
座
長
に
議
事
が
進

め
ら
れ
、
支
部
組
織
に
対
す
る

助
成
金
や
支
部
区
割
り
の
見
直

し
、
会
員
増
強
運
動
な
ど
に
つ

い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。

　

支
部
主
催
に
よ
る
講
習
会
・

研
修
会
等
を
助
成
す
る
、
支
部

事
業
助
成
金
は
、
今
年
度
よ
り

１
事
業
あ
た
り
５
万
円
に
増
額

さ
れ
る
な
ど
、
活
用
で
き
る
幅

が
よ
り
広
が
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
制
度
を
活
用
し
事
業
を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
。

　

ま
た
、
支
部
対
抗
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
に
つ
い
て
は
、
震
災
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
こ

と
。
さ
ら
に
、
昨
年
度
、
組
織

財
政
確
立
委
員
会
か
ら
支
部
を

再
編
す
る
よ
う
答
申
を
受
け
た
、

支
部
区
割
り
案
に
つ
い
て
は
、

震
災
後
の
会
員
の
動
向
を
把
握

し
た
上
で
、
再
度
見
直
す
必
要

性
が
出
て
来
た
こ
と
か
ら
、
今

年
度
も
同
委
員
会
で
継
続
審
議

す
る
こ
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

高
温
多
湿
の
こ
の
時
期
に
発

生
件
数
が
増
加
す
る
食
中
毒
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
塩
釜

保
健
所
食
品
薬
事
班
の
遠
藤
真

紀
氏
を
講
師
に
、
７
月
13
日
多

賀
城
会
館
を
会
場
に
食
中
毒
防

止
講
習
会
を
開
催
し
た
。

 
講
習
会
に
は
、
多
賀
城
市
内
及

び
七
ヶ
浜
町
内
の
食
品
衛
生
関

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
支
部
事
業
の

連
携
強
化
と
、
支
部
活
動
の
活
発

化
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ

た
。

連
業
者
25
名
が
参
加
し
た
。
今
回

は
津
波
に
よ
り
汚
れ
た
食
器
類
の

洗
浄
方
法
や
、
全
国
の
食
中
毒
発

生
の
事
例
、
食
中
毒
の
予
防
方
法

等
が
説
明
さ
れ
た
。

 

今
年
は
生
食
用
食
肉
に
よ
る
食

中
毒
が
ニ
ュ
ー
ス
で
話
題
と
な
っ

た
た
め
、
参
加
者
は
食
中
毒
を
未

然
に
防
止
す
べ
く
熱
心
に
耳
を
傾

け
た
。
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酒
瓶
や
グ
ラ
ス
、
食
器
が
割
れ

破
片
が
散
乱
し
、
照
明
は
剥
が

れ
落
ち
、
人
の
高
さ
ま
で
浸
水

し
た
調
理
場
で
は
、
100
㎏
以
上

も
あ
る
厨
房
機
器
が
遠
く
で
逆

さ
ま
に
な
り
、
水
圧
で
浮
上
し

た
冷
蔵
庫
が
天
井
を
突
き
破
り

配
管
を
破
壊
し
、
土
日
を
控
え

大
量
に
仕
入
れ
た
食
材
は
、
ヘ

ド
ロ
に
ま
み
れ
異
臭
を
放
っ
て

い
ま
し
た
。

　

あ
の
日
か
ら
瞬
く
間
に
４
ヶ

月
が
過
ぎ
、
当
時
の
心
情
を
思

い
出
そ
う
に
も
目
に
焼
き
付
い

た
惨
状
の
み
が
映
し
出
さ
れ
ま

す
。

　

た
だ
一
つ
思
い
返
せ
る
の
は
、

後
ろ
向
き
の
気
持
ち
だ
け
は
持

た
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
泥
ま

み
れ
に
な
り
な
が
ら
片
付
け
に

励
む
社
員
。
返
済
猶
予
を
与
え

て
く
れ
る
業
者
様
。
昼
夜
を
問

わ
ず
復
旧
工
事
に
努
め
る
業
者

様
。
そ
し
て
、
再
開
を
期
待
し
、

励
ま
し
の
声
を
掛
け
て
く
れ
る

お
客
様
。

　

皆
の
思
い
が
前
に
進
む
た
め

の
原
動
力
と
な
り
、
お
か
げ
さ

ま
で
発
災
か
ら
１
ヶ
月
で
営
業

を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
、
今

日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
元
に
愛
さ
れ
る
、
人
を
大

切
に
す
る
企
業
と
し
て
、
こ
の

大
乱
に
関
わ
る
全
て
の
人
と
共

に
、
生
き
抜
き
た
い
と
願
い
ま

す
。和

食
の
小
島　

小
島　

邦
道

　

１
ｍ
50
㎝
の
泥
水
が
入
り
、
家

電
は
も
ち
ろ
ん
店
の
冷
凍
庫
、
冷

蔵
庫
、
魚
ケ
ー
ス
は
ガ
ラ
ス
戸
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
破
り
道
路
ま
で
出
さ

れ
、
保
冷
車
は
300
ｍ
も
流
さ
れ
、

家
に
は
入
れ
な
い
状
態
。
途
方
に

暮
れ
て
し
ま
い
、
気
分
が
悪
く
な

り
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
通
信
網
も
途

絶
え
て
い
る
中
の
後
片
付
け
。
無

言
で
泥
だ
ら
け
の
物
を
捨
て
る
事

ば
か
り
で
し
た
。

　

で
も
、
息
子
や
孫
が
一
生
懸
命

片
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
新
し

く
し
て
、
次
に
畳
出
し
、
床
板
を

外
し
ヘ
ド
ロ
取
り
。

　

想
像
以
上
に
大
変
で
、
今
で
も

ガ
レ
キ
運
搬
の
ダ
ン
プ
が
通
る
と
、

濁
っ
た
粉
塵
が
舞
い
上
が
り
、
空

気
中
が
ホ
コ
リ
だ
ら
け
で
大
変
で

す
。

　

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
再
開
の
キ

ッ
カ
ケ
は
お
客
様
か
ら
「
店
を
閉

め
な
い
で
。
俺
た
ち
の
ス
ー
パ
ー

だ
よ
」
と
商
品
の
注
文
で
し
た
。

急
い
で
冷
凍
機
屋
に
注
文
し
、
知

人
か
ら
中
古
の
保
冷
車
を
譲
り
受

け
、
七
ヶ
浜
復
興
市
に
出
店
い
た

し
ま
し
た
。

　

皆
様
の
お
か
げ
で
今
は
、
仮
設

住
宅
を
回
り
、
新
し
い
顔
馴
染
み

も
で
き
、
毎
日
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。

　

商
工
会
よ
り
見
舞
金
を
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

佐
藤
魚
店　

佐
藤　

貞
子

の

か

瞬

間

ヶ

酒
瓶
や
グ
ラ
ス
、
食
器
が
割
れ
割
れ

青
年
部
員
震
災
体
験
談

感　

謝

女
性
部
員
震
災
体
験
談

未
曾
有
の
大
震
災

　

東
日
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受
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め
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援
物
資
を
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ま
し
た
。

　

ご
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方
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通
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で
す
。
大
変
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
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成
23
年
7
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25
日
現
在

（
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同
・
敬
称
略
）

福
山
北
商
工
会（
広
島
県
福
山
市
）

三
重
大
学
医
学
部
の
医
療
チ
ー
ム

（
三
重
県
多
気
町
）

全
国
青
色
申
告
会
総
連
合

上
三
川
町
商
工
会（
栃
木
県
）

富
山
県
商
工
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連
合
会

大
河
原
町
商
工
会

㈱
ノ
ー
ス
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

北
海
道
十
勝
地
区
青
年
６
団
体
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険
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宮
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県
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災
共
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組
合
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中
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企
業
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組
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式
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佐
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）
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奈
良
県
）

三
郷
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工
会（
〃
）
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テ
ル（
〃
）

阿
蘇
市
商
工
会（
熊
本
県
）

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

●
七十七銀行
下馬支店マルシアン

マルワ電気

㈲松村商事

熊ちゃん八百屋

震災翌日の風景

七ヶ浜復興市で大忙し！
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す
!!
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よ
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マルワ電気
❶渡　邉　和　男

❷多賀城市留ヶ谷２丁目６‐３９

❸３６４‐７８０１

❹Panasonicのお店

❺いつもご利用頂きまして誠にありがとうございます。

当店は皆様に支えられ、おかげさまで今年35周年を

迎えさせて頂くことができました。

親切・丁寧をモットーに真心込め

て、皆様に親しまれる“あなた

の街の電気屋さん”を目指して

います。

小さな事でもどうぞご相談下

さい。皆様のご来店を心よ

りお待ち申し上げておりま

す。　

熊ちゃん八百屋

❶佐々木　喜　蔵

❷宮城郡七ヶ浜町遠山２丁目５-３

❸３６５－５６０８

❹青果物販売

❺七ヶ浜町遠山２丁目、河北新報

さんの隣に平成２２年１１月１日

に開店致しました。

地域の皆様の真心に支えられ毎日元気に商売致して

おります。販売の種類は野菜、果物、生花、雑貨、

漬物その他色々と販売致しております。

七ヶ浜町の皆様、どうぞ気軽にお立ち寄りくださ

い。

お待ちしてま～す！

㈲松村商事

❶松　村　きぬえ

❷多賀城市新田字後24－25

❸３０９-７１８１

❹不動産賃貸業

❺平成元年に創業し現在に至っ

てます。

今回の大津波で仙台宮城野区の物

件一箇所が流出、全壊しました。

負けずに再建していきます。泉区の物件を紹介しま

す。よろしくお願いいたします。

会員さんコーナー会員さんコーナー
❶代表者
❷所在地
❸電話番号

❹業種
❺自店のＰＲ

七ヶ浜→

今度はあなたの出番です。今すぐお電話を！　多賀城事務所 ☎365-7830・七ヶ浜事務所 ☎357-3912

カフェ&レストランmarushian（マルシアン）
❶柴　崎　和　江
❷多賀城市下馬５丁目２‐１５
❸３６１‐０１８０
❹飲食業
　自社HPアドレス　 http://www.ecomarushian.com/
❺昨年３月オープン。ランチと15時～は、食べて飲
んで唄える風変りなお店。音響抜群。
時にはイベントも開催。宴会も少人数から30名様ま
でＯＫ!!カウンターは方言の宝庫。
アットホームな雰囲気でスタッ
フがお出迎え。女性客が８割
以上で、１人でも気軽に楽し
めます。皆様のご愛顧とご支
援のもと、２年目に突入!! 
常連のお客様も出来ました。
明るく、楽しくをモットー
に頑張りますので、これ
からもヨロシクお願い致
します。

仙
台
↓

↑
塩
釜

●
七十七銀行
下馬支店

●
七十七銀行
下馬支店

親切

て

も少人数から30名様ま様ま
庫。
ッ

支支

❺

て

今回

件一箇所が流出 全壊

３

北新報報

月１日

れ毎日元気に商売致して

野菜、果物、生花、雑貨、

お ま

❷所在地
❸電話❸電話番号

下
馬
駅

マルシアンマルシアン

マルワ電気マルワ電気

岩切駅
阿部医院●

ヘアーサロン華
●

ローソン●

健作接骨院
●

㈲松村商事㈲松村商事

熊ちゃん八百屋熊ちゃん八百屋

23

58

文化センター●

●
ヨークベニマル●

はなむら

●市民プール

●生協

多賀城駅

●
㈲長谷川新聞店

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!!
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〜
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運営主体

制度名称

対 象 者

融 資 限
度　　額

返済期間
(据置期間 )

保 証 人

利 率 等

日本政策金融公庫

東日本大震災復興特別貸付

①東日本大震災の地震・津波な
　どにより直接被害を受けた中
　小企業者
②上記①の事業者などと一定以
　上の取引のある中小企業者
③そのほか震災の影響により、業
　況が悪化している中小企業者

①②国民生活事業　6,000万円
　　中小企業事業　3億円（別枠）
③　国民生活事業　4,800万円
　　中小企業事業　7億2,000万円

①設備資金　　20年以内(5年以内)
　運転資金　　15年以内(　〃　)
②設備・運転資金　　15年以内(　〃　)
③設備資金　　15年以内(3年以内)
　運転資金　　8年以内  （　〃　）
法人：代表者　　個人：家族

①基準利率より▲0.5％。融資後
　3年間は1億円（国民事業は3
　千万円）まで基準利率より▲
　1.4％（被害証明等の提出要）
②基準利率より最大▲0.5％。融
　資後3年間は3千万円まで基
　準利率より最大▲1.4％。（被
　害証明等の提出要）（一定の要
　件に該当する場合）
③基準利率より最大▲0.5％。
　（一定の要件に該当する場合）

小規模企業共済

特例災害時貸付け

所有する事業資産が直
接被害に遭われた小規
模企業共済契約者

50万円～2,000万円
※融資限度額は掛金納
付月額に応じて掛金の
7～9割の範囲内
※平成23年4月時点で、
契約者貸付の貸付限度
額が50万円以上となる
方が対象

融資額が500万円以下
の場合　４年（１年）
505万円以上の場合
6年（１年）

不　　　要

直接被害の場合：無利子
間接被害の場合：0.9％

詳しくは
中小企業基盤整備機構
0120-557266まで

みやぎ中小企業復興特別資金（新設）

県内に事業所を有し、次
のいずれかの証明書又
は認定書の交付を受け
た中小企業者
①市町村長が発行する
　「罹災証明書等（東日
　本大震災による災害
　によって被害を受け
　た事実を証するもの
　として発行されたも
　の）」の交付を受けた方
②市町村長が発行する
　「東日本大震災復興緊
　急保証」の認定を受け
　た方

運転資金・設備資金
8,000万円

15年以内
(３年以内)

利　　率　
　１．５％（固定）
信用保証料率
　０．５％

災害復旧貸付

震災により、施設・設
備等の破損が発生し
た場合及び、取引先の
被災等により最近1
ヶ月の売上高が前年
又は前々年の同月の
売上高に比して10%
以上減少（見込み）し
ている中小企業者

運転資金
1,000万円

運転資金10年以内
(２年以内)

利　　率　
　１．０％以内
信用保証料率
　０．５～1.95％

災害関連融資制度のお知らせ
宮　城　県

原則として法人代表者以外不要

詳しくは商工会までお問い合わせ下さい

無担保・無保証で利用できる
「災害マル経融資制度」について
　東日本大震災で被災された小規模事業者の方を対象
とした、「災害マル経融資」が創設されました。
　本制度は、既存マル経とは別枠で限度額1，000万円、
また金利の引き下げ（▲0.3％→▲1.2％（貸付後３年間、
別枠内に限ります））措置等を大幅に拡充したものです。

金利情報（7月25日現在）
融　資　名　称

日本政策金融公庫普通貸付

小規模事業者経営改善資金(マル経)

多賀城市中小企業振興資金

七ヶ浜町中小企業振興資金

　　〃　　小企業小口資金

金 利

2.25％

1.95％

2.2 ％

2.2 ％

2.2 ％



会員になりました。よろしくお願いいたします。
（7月　理事会加入承認）
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№ 　　　事業所名 　代表者 　　　　　住　　　所 電話番号　 　業　種
 １ ㈲森田工業 森田　義弘 七ヶ浜町遠山2丁目7-29 365-5749 塗装・空調設備業
 ２ 遠善工業 遠藤　善之 多賀城市大代5丁目18-10 385-5748 土木建築業
 ３ 千葉建工 千葉　幸二 多賀城市南宮字庚申203 368-7101 一般土木工事業
 ４ 酒場　一休 佐藤　和子 多賀城市八幡3丁目4- 2 366-5857 飲食業
 ５ ㈱リリーフ 佐藤　宗利 多賀城市高橋3丁目13- 7 385-5088 警備業
 ６ ㈲草刈商事 草刈　則夫 多賀城市八幡３丁目 9-25 368-8872 不動産業
 ７ おおぞら保育園 黒川　恵子 多賀城市中央２丁目23-30-102 080-6024-1224 保育園
 ８ 焼肉ふるさと 青山　正一 多賀城市桜木１丁目 4-54 365-9004 飲食業
 ９ 麻雀クラブ　じゃんとぴあ 小川　宮子 多賀城市下馬２丁目 4-30-2F 363-2678 遊技場
10 鈴兵工業 鈴木　兵蔵 七ヶ浜町花渕浜字塚田6-2 080-3198-1298 タイル工事業

 

東日本大震災に伴う雇用・労働関係の特例措置について
１．事業活動が縮小した場合の雇用調整助成金の利用について
　　今回の地震に伴う「経済上の理由」で事業活動が縮小した場合、当該休業等に係る休業手当相当額等の
　　一部（中小企業の場合４/５）を助成する制度です。
　　但し、１人１日あたり7,505円が上限です。
　【主な支給要件】
　　①雇用保険の適用事業主であること。
　　②最近１か月の生産量、売上高等がその直前の１か月又は前年同期と比べ５％以上減少していること。

２．休業手当の適用について
　　今回の地震で、事業所の施設・設備が直接的な被害を受け、労働者を休業させる場合は、原則として、
　　使用者に休業手当の支払義務はないと考えられます。

３．雇用保険失業給付の特例措置について
　　今回の地震で、事業所が休止・廃止したために・・・
　　①休業を余儀なくされ、賃金を受けることができない状態にある方について実際に離職していな　　　
　　　くとも失業給付（雇用保険の基本手当）を受給できます（休業）。
　　② 一時的に離職を余儀なくされた方について
　　　事業再開後の再雇用が予定されている場合であっても失業給付を受給できます（離職）。

４．労災保険給付の請求手続きについて
　　事業所や医療機関が倒壊したなどの理由で、事業主や診療担当者の証明を受けることが困難な場合、当
　　該証明がなくとも請求書を受理するなど各労働基準監督署で弾力的な運用を行っています。

５．労働保険料の納期限を延長します（平成23年3月11日以降、納期到来分）
　　※ なお、延長後の労働保険料等の納期限については、未定です。

詳しくは商工会もしくは塩釜ハローワーク（TEL 022‐362‐3361）、仙台労働基準監督署（TEL 022‐299‐9071）
へご相談下さい。

震
災
見
舞
金
贈
呈

被災者を雇い入れた事業主の方に助成金が支給されます！
被災者雇用開発助成金のご案内

　東日本大震災による被災離職者及び被災地域に居住する求職者の方を、ハローワーク等の紹介により、継
続して１年以上雇用することが見込まれる労働者として雇い入れる事業主に対して、助成金を支給します。
（平成23年5月2日以降に一般被保険者を雇入れる場合に限ります）

大企業５０万円、中小企業９０万円
大企業３０万円、中小企業６０万円

短時間労働者以外
短時間労働者

助成金支給額　(助成対象期間：１年間)

※ ６か月ごとに半額ずつ（1/2ずつ）支給されます。

支給要件等が変更される場合があります。
念のため、宮城労働局又は塩釜ハローワ
ークにご確認下さい。

支給額
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健康診断のお知らせ

商工会では、今回の震災で被害を受けた会員皆さま
の経営に関する特別相談窓口を開設中です。ぜひご
利用下さい。

受付時間：平日　午前9時から午後4時30分まで
場　　所：多賀城事務所・七ヶ浜事務所

商工会では職員が会員みなさまの事業所に出向き、金融、税務、経理、労務などの経営課題に
応じる巡回訪問を実施しております。どうぞ、お気軽にご相談下さい。

　健康管理はとても重要です。受診希望者は忘
れずに申込下さい。

実施日時：９月２７日（火）、２８日（水）
　　　　　午前８時３０分～午前１１時３０分
　　　　　午後１時～午後２時３０分
実施場所：多賀城・七ヶ浜商工会　多賀城会館
申込締切：８月２６日（金）期限厳守

東日本大震災特別相談窓口の
開設について

東日本大震災特別相談窓口の
開設について

公庫特別相談窓口の開設について（要予約）
　被害を受けた中小・小規模企業の皆さまから
の融資相談及び返済相談窓口を日本政策金融公
庫の融資担当者を招き、下記により開催中です。

開設日：毎週水曜日
時　間：午前10時30分から午後3時30分まで
場　所：多賀城事務所

ご利用お待ちしております。

住宅の相談窓口について
　被災に伴い、多賀城市建設職組合と七ヶ浜町職工組
合では、無料で住宅の相談を行っております。
多賀城市建設職組合

受付：月～金曜日
　　　午前９時～午後４時

お問合せ先：
商工会多賀城事務所内
TEL　３６６－７１４８

七ヶ浜町職工組合

受付：火～金曜日
　　　午前8時30分～午後4時

お問合せ先：
商工会七ヶ浜事務所内
TEL　３５７－５８６８

延長しています。
なお、延長後の振替納付日については別途
税務署よりお知らせいたします。

災害復旧融資に使用する場合は無料

大震災により住宅や家財などに損害を受け
た個人の方は、平成22年分又は平成23年
分のいずれかの年分を選択して、雑損控除
か「災害減免法」に定める税金の軽減免除
による方法のどちらか有利な方法で、所得
税の軽減又は免除を受けることができます。

納期限の延長期間中は社会保険料の口座振
替を停止いたします。
金融機関窓口で毎月納付されている事業主
の方等にお送りする「納入告知書」には本
来の納付期限が記載されていますが、納付
期限の延長に伴い、当該期限についても延
長されることになります。
今般の地震により財産に相当な損失を受け
たときには、3月11日以降に納付期限が到
来する保険料等について、事業主の方の申
請に基づき、1年以内に限り納付の猶予を
受けることができます。

振替納税について

納税証明書の交付手
数料について

所得税の軽減又は免
除について

社会保険料の口座振
替について

延長期間中の社会保
険料の納付について

納付の猶予

社会保険料の納期限の延長について
　事業主の方等による被害に対応するために、平成
23年3月11日以降に納期限が到来する社会保険料
（健康保険、厚生年金及び船員保険の保険料並びに
子ども手当に係る拠出金）については、その納期限
が延長されました。

詳しくは、日本年金機構の被災者専用フリーダイヤル（0120-707-118）、
仙台東年金事務所（022-257-6112）までお問合せ下さい。

申告・納付等の
期限の延長について

　被災に伴い、平成23年3月11日以後に到来する申
告・納付等の期限が、全ての税目について自動的に延
長されています。


